
 

障 地 第 ２ ０ ２ ３ 号 
令和 2 年 8 月 2 8 日 

 
 

各市町村障がい児支援担当課長 様 

 

                  大阪府福祉部障がい福祉室地域生活支援課長 

 

 

医療的ケア児の保護者が新型コロナウイルスに感染した場合の対応について 

 

日頃から本府の障がい福祉行政の推進に御協力頂き厚く御礼申し上げます。 

標記について、令和 2年 5月 20日付事務連絡（厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策

推進本部発）において、医療的ケア児等の同居者が新型コロナウイルスに感染した場合の留

意事項が示されているところです。 

このことに関し、府庁内関係課において対応を検討し、保護者と保健所・子ども家庭セン

ター・市町村障がい児支援担当部局等の関わりを想定し、別添のとおり進行例を作成しまし

た。親族等代替養育者の有無など個別事情により対応が異なりますが、保健所等から連絡が

あれば基幹相談支援センター等と連携し、短期入所等の障がい児支援サービスの提供につい

て御対応くださいますようお願いいたします。 

 また、保健所等関係機関との連絡調整を円滑に行うため、令和２年９月４日（金）までに

本件に係る貴市町村担当課について別紙により御回答いただきますようお願いいたします。 

  

添付資料：保護者のコロナ感染による医ケア児の対応 

      進行例１：保護者の陽性が判明してから児童の PCR検査を実施する場合 

      進行例２：保護者と児童の PCR検査を同時に実施する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《お問い合わせ先》 
大阪府福祉部障がい福祉室地域生活支援課 
発達障がい児者支援グループ 松尾・谷口 

 電 話：06－6941－0351（内線 2468） 
 ﾌｧｸｼﾐﾘ：06－6944－2237 



 
R2.８.12 

 
保護者のコロナ感染による医ケア児の対応 
 
 
 ≪目的≫ 
 
 新型コロナウイルス感染症の流行により、医療的ケアの必要な児童の保護者が感染した場合を想定し、問題なく当該児
童へのケアが継続できるよう、事前対応、進行例の共有を行う。 
 
 
 ≪事前対応≫ 
 
 〇保健所は、できる限り管轄内におられる医ケア児の現状等を把握し、情報の収集を行っておいていだきたい。 
 
 〇医ケア児の保護者に対し、自身がコロナウイルスに感染した場合を想定させ、医ケア児のケアを継続するための方策
を検討させておいていただきたい。 

 
  例）・代替養育者の有無を確認し、できるだけ代替養育者を育成し、機器操作などの説明を行っておく。 
    ・医ケア児が入院することが必要となった場合に、受け入れてもらえる病院を検討しておく（事前調整ができれ

ば行っておく）。 
・医ケア児を病院へ搬送することが必要となった場合に、搬送車に同乗できる（機器操作のできる）方と事前の
調整をしておく。 

・市町村障がい児支援担当部局、かかりつけ医、訪問看護師などと医ケア児に対するケアを継続するための意見
交換を行っておく。                                     など 

 
 
 ≪進行例≫ 
  
 〇進行例については、別紙の１、２に示すが、色々な場面、状況等が考えられるため、あくまで例として扱っていただ
き、ケースバイケースで、最善の方策を検討の上、対応を進めていただきたい。 

 
 〇もし、事案が発生した場合、保健所、子家 C、市町村障がい児支援担当部局、かかりつけ医、訪問看護師等の関係者で
十分に情報共有の上、最善の方策を検討し、対応していただきたい。 
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保護者のコロナ感染による医ケア児の対応【進行例１】 
 
●【保護者がコロナ陽性の判定により、入院・宿泊療養の必要がある】 
  ↓ 
 ※医ケア児の重症度（人工呼吸器装着など）、代替養育者等の有無により「保健所」と「子家 C」で今後の対応の可能性について情報共有 
  ↓                                         ↓ 
【医ケア児を自宅でケアできる代替養育者がいない場合】               【医ケア児を自宅でケアできる代替養育者がいる場合】 
医ケア児を「疑似症扱い」で、病院に搬送（保健所⻑の判断・感染症法扱い）      自宅でケア（児童は濃厚接触者として経過観察） 
・移送手段は保健所で手配                             ・自宅でＰＣＲ検査を実施 
・移送時は、人工呼吸器等の機器を扱える人（ケアできる人）の同乗必要         ↓ 
・入院後、PCR検査を実施                              陽性の場合は、左の移送方法からケース①へ 
                                       
ケース①【医ケア児が陽性の判定】                         

↓                                    
引き続き、病院で入院〈保健所管轄・感染症法扱い〉 

  
ケース②【医ケア児が陰性の判定、保護者（あるいは親族等、保護者に代わる者） 

と保健所がやり取り可能な場合】 
    ↓ 

保護者・親族が判断し、自費（保険適用）での入院の継続 
  
ケース③【医ケア児が陰性の判定、保護者（あるいは親族等、保護者に代わる者） 

と保健所がやり取り不可能※な場合】 ※保護者が重症で児童の処遇について意思表示困難、親族等も不在 等 
    ↓ 

引き続き、病院で入院〈事案の内容に応じて、病院・保健所・子家 Cで協議〉 
⇒必要に応じ子家 C所⻑の判断により、病院への一時保護委託決定 

 
※保護者の⼊院が⻑期化すると、ケース①からケース②、③に移行することもある。 
 
●入院先の調整 
 ・保健所はかかりつけ医とも相談し、医ケア児受入対応医療機関一覧を参考に受入病院の調整を行う。 
 ・もし、受入病院の選定が難航した場合、「コロナ対策入院フォローアップセンター」に相談し、受入病院を探す。 
 ・また、保護者が⻑期⼊院となった場合、医ケア児の転院が必要となる場合も想定される。この場合も、「保健所」が再度受入病院の選定・調整を行う。 
 ・なお、転院にかかる移送対応は、転院時、児童が陽性の場合は「保健所」、陰性の場合は「保護者（代替養育者、保護者の依頼した者）」が対応、あるいは「保護
者」が「市町村障がい児支援担当部局」と調整のうえ対応、一時保護委託を行う場合は「子家 C」が対応。 

 
 

※疑似症（陽性者扱い）となるため、保健所（健康医療部）
で同乗者を調整 

☆同乗者として考えられる方 
・かかりつけ医、看護師 
・訪問看護師（訪看ＳＴ）  など 



 
保護者のコロナ感染による医ケア児の対応【進行例２】 
 
●【保護者にコロナの症状（コロナ感染の疑い）が出た！】⇒ 保護者と同時に医ケア児も PCR検査を実施 

  ↓               ↓ 
↓             ※医ケア児が陰性で、保護者が陰性もしくは自宅ケアのできる代替養育者がいる場合は、そのまま自宅でケア。   

  ↓ 
【保護者がコロナ陽性の判定により、入院・宿泊療養の必要がある】 
  ↓ 
 ※医ケア児の重症度（人工呼吸器装着など）、代替養育者等の有無により「保健所」と「子家 C」で今後の対応の可能性について情報共有 
  ↓                                      
ケース①【医ケア児が陽性の判定】                         

↓                                    
医ケア児を病院に搬送〈保健所管轄・感染症法扱い〉 
・病院は「保健所」が病院と調整 
・移送手段は「保健所」で手配 
・移送時は、人工呼吸器等の機器を扱える人（ケアできる人）の同乗必要 
・病院に入院 
 

ケース②【医ケア児が陰性の判定、保護者（あるいは親族等、保護者に代わる者）と保健所がやり取り可能（自宅でのケアはできない）な場合】 
    ↓ 

保護者・親族が判断し、自費（保険適用）での入院先を探す（移送手段等も保護者等が対応）。 
〈保護者・親族がショートステイ等のサービス調整を希望する場合、保護者・親族は市町村障がい児支援担当部局に相談〉 
〈保護者・親族だけで濃厚接触者である児童の入院先の調整が難しい場合、「保健所」はかかりつけ医とも相談し、助言〉 

  
ケース③【医ケア児が陰性の判定、保護者（あるいは親族等、保護者に代わる者）と保健所がやり取り不可能※な場合】 

↓         ※保護者が重症で児童の処遇について意思表示困難、親族等も不在 等 
    ↓ 
   ・事案の内容に応じて、保健所・子家 Cで協議 ⇒保健所は受け入れ先病院の調整、子家 Cは病院への一時保護委託を検討 

・一時保護委託の場合、移送手段は「子家 C」で手配（移送時は、人工呼吸器等の機器を扱える人（ケアできる人）の同乗必要） 
・病院に入院 

 
※保護者の⼊院が⻑期化すると、ケース①からケース②、③に移行することもある。 
 
●入院先の調整 
 ・保健所はかかりつけ医とも相談し、医ケア児受入対応医療機関一覧を参考に受入病院の調整を行う。 
 ・もし、受入病院の選定が難航した場合、「コロナ対策入院フォローアップセンター」に相談し、受入病院を探す。 
 ・また、保護者が⻑期⼊院となった場合、医ケア児の転院が必要となる場合も想定される。この場合も、「保健所」が再度受⼊病院の選定・調整を⾏う。 
 ・なお、転院にかかる移送対応は、転院時、児童が陽性の場合は「保健所」、陰性の場合は「保護者（代替養育者、保護者の依頼した者）」が対応、あるいは「保護
者」が「市町村障がい児支援担当部局」と調整のうえ対応、一時保護委託を行う場合は「子家 C」が対応。 

※陽性者であるため、保健所（健康医療部） 
で同乗者を調整 
☆同乗者として考えられる方 
・かかりつけ医、看護師 
・訪問看護師（訪看ＳＴ）  など 
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